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混数性オオムギの特性とその遺伝第2報
SEMI -MINU'rE について
高橋隆卒・望月 明~林二郎
緒 言
著者らはさき仁渦性穂麦品種改良坊主から自然突然変異として生じたごく掻小の変異体 Mi-
nute仁ついて研究し，この形質が単劣性遺伝子 min仁支配されることを明らか仁し，かつその媛
小化の原因が細胞隔膜形成の不完全仁よる極度の混数性にあるものと推測した(高橋・望月・
林， 195!').その報告の最後仁，min遺伝子仁つひてヘテ口の改良坊主ι或る数品種との雑種で
は，上記の報告で取扱った雑種や系統の場合と異なり，少数の Minute個体のほかに，これと正
常型との中間的な形態を示す Semi-minuteとも称すべき慣性個体が多く現われることを附記し
た.そして，その後こうした分離を示す若干の交雑仁ついて引続き研究を行ってきた.その結果，
Semi-minuteの遺伝様式，形態および細胞学的諮特性，ならび仁，この形質仁関与する min遺
伝子の連鎖関係なE仁ついて若干の知見を得た.ここ仁今まで仁得た結果の大要を報告する.なお
この研究では，前報告と同様仁，遺伝や一般形態仁ついての調査は高橋と林が行った.そして細胞
学的観察は望月が担当したが，これ仁関してはなお研究すべき点も多いので，ここでは今までの観察
結果の概略の記述にとどめ，詳細は別に報告することとする.
実験材料と方法
実験仁用いた品種名と，これらの品種の持つ連鎖群標識遺伝子のうち実際に分離を調べたものを
第1表にかかげた.交雑は改良坊主と他の5品種との問lこ行い，それらのむと一部の交雑のF3，F4 
代での諸形質の分離を調べた.ここ仁，改良坊主は，すべて前報で用いたものの子孫で，Minute 
を析出するヘテロ系統である.
第 1表 交維の材料とその遺伝的構成(調査した対立遺伝子を示す〉
I E ][+¥11 N v VI 
Kairyo・bozu U b n. Ik. A.2. Ye k. bl S uz. An. X. 
Kamairazu N. Lk BI Uz 
Nigrinudum V B Lk s Uz. an 
Colsess IV N. Lk K s Uz. x. 
Coast I N. Lk. a.2 s Uz 
Coast II N. Lk. y. s Uz 
..........・ .......... .... ・ー.
*兵庫食料大学教授
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Semi-minute'やMinuteの形態的な詳しし1観察と測定は上記の雑種のうちのー 部のものと，
Colsess IVや Nigrinudumとの雑種の F2仁生じた Semi-minuteのうちの数個体の後代につ
いて行なった.また細胞学的観察には，上述の Semi-minuteの数系統を用いた.これらの材料に
ついて，発芽直後の幼根，同一カ月後の根端や若葉，花粉母細胞における成熟分裂，花粉粒核
の核分裂などを観察した.
Semi-minuteの 特 性
(1)一般形態
Semi-minute (以下 S.M.とかく〉は，いろんな意味で正常型とさきの報告の Minuteとの中間
型である.その多くは明らか仁慢性型であるが，ただ穂や世だけは正常大である. しかし雑種の F2
仁現われる S.M.は，第1図仁示すよう仁変異が可なり大きく， 両極端は一見 Minuteあるいは
正常型に近似している. しかし， MinuteはS.M.よりさらに小さく，まったく幼穂を形成しないの
に反し，S.M.はふつうの条件ではすべて節間伸長し，たいてい穂をつけるので明らか仁区別できる.
一方，一見正常仁近いものも稗長その他の特性で大体区別できる.
S.M.，土発育のごく初めごろから多少とも他のものと異なる.すなわち，芽鞘長，種子根の長さ，
第一葉の大きさなE仁ついて S.M.はMinuteより明らか仁大きく，正常型より小さしi'.故仁，こ
うした諸特徴を総合的に参照すれば， S. M.を他の型からほとんEまちがいなく判別することができ
る. しかし， 第2表仁示した1例でもわかる様仁，その違やが大きくないので，単一の形質の測定を
行っても統計的仁差を確認するととはできない.
第 2表 改良坊主x鎌不要の F2世代で区別された Minute，Semi-minute 
および正常型(並渦性別)の芽鞘および稗の長さ
F2 types 
Coleopti1e length Stem length 
x 土 S.E.(mm) x 土 S.E.(cm、
Minute 14.24 土 0.7973
{semi-minut 11.76 土 0.6157 28.12 土 3.6195
Uzu 
Normal 14.26 土 0.3509 60.94 土 0.8638
{sem凶 ute 24.28 土 0.8189 43.23 土 1.8111
NormaliNormal 29.03 土 0.3239 77.00 土 0.5563
生育が進んで播種後数週間以上lこなると S.M.とMinuteや正常型との差異は次第仁顕著仁
なる(第1図参照). 葉は正常型より短く，幅狭く粗剛で肉厚く，濃緑色を呈し，やや白っぽし1
外観を呈する.草丈も正常型より短かい.このころ仁は，葉脈上の表皮細胞，ことに気孔附近の
細胞は大小の差が大きくなり，細胞列がやや不斉となって，細胞膜形成の不完全のため， 隣接し
た細胞がたがいに連絡している場合が時折観察される.こうした細胞隔膜形成の不完全の程度は，
Minuteほど甚だしくないが， S. M.の特徴の一つであって，これは後述の倍数性核を由来する.
外見上いちばん顕著な S.M.の特徴は媛性である.第2図に示したよう仁， S.M.は明らかに正
常型より小さしi'.そしてごく媛小なものになると， Minuteと同様葉は狭小で分けつが異常に多くな
り，そして一見突発的仁葉の広く大きな稗が形成されて穂をつけるく第2図左上参照).
? ?
第1図 Colsess IV x改良坊主のむから生じた Semi-minuteの幼植物.
一溢」
、面高面司唱『
但し，後列左端は正常型，前列右端は Minute.(3月19日)
者説ム
第2図 同じ雑種の F2に生じた Semi-minuteの出穂時の形態・但し左端は Minute.右端は
正常.左上は Semトminuteの媛小個体の拡大図，多けつ性と異常的出穂を示す.
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第2表右半には改良坊主×鎌不要のむから分離した並性および渦性の正常型ど S.M.の平均
稗長が示されている.また第3表仁はColsessIV x改良坊主のむから由来した渦性 S.M.の5
系統と改良坊主どの交雑のFl世代で分離した正常と S.M.どの平均稗長が示されてひる.両結
果仁よると， S. M.は正常型の稗長の約半分しかなし¥ しかし S.M.の稗長の変異は F2ではか
なり大きく，一方第3表に示した特殊のFl雑種やF3系統内では明らかに小さし1ことが認められた.
第 3表 改良坊主 (minヘテロ)と S.M.の5系統(いずれも渦性)のi
F1に現われた正常および S.M.個体群の稗長
Parental types Segregates in F1 
Strains Semi-minute Normal 
X 土 S.E.(cm) 
x 土 S.E.(cm) x :!: S. E.(cm) 
Kairyo・bozu 61.4 土 0.7961
S. M. 5-1 28.1 土1.2351 21.0 土 0.5350 61.5 土 0.7660
S. M. 5-2 34.4 土 0.9180 23.4 土 0.7216 59.0 土1.0468
S.乱1.7-1 33.6 土 1.7723 27.5 土 0.8393 63.3 土 0.6509
S. M. 7-2 41.0 土1.∞65 29.4 土 0.6057 58.0 土1.6671
S. M. 6-1 42.9 土1.0451 31.1 土 0.6228 59.4 土1.7487
S. M.は著しく短稗であるlこかかわらず極端な媛小個体を除き，たいてい正常型と異ならない大き
い穂と長。芭を持つ.粒は一般に充実不完全である‘稔実率は概して正常型より低く，そして個体
仁よって可なり異なる.草丈が比較的に高く正常仁近いものは完全な稔性を示すが，媛小lこなる仁従
って次第lこ稔実率が低下して，ごく媛小のものではほとんど完全な不稔となる.葉の狭小化や多け
つ性などの異常化も稗長や稔性の低下仁どもなって著しくなる.
根の発育については十分の観察が行なわれなかったが，若干の S.M.系統では，正常型よりかな
り劣り，粗面で汚白色を呈して，幾分曲った根端を持ち， C-tumorど同じ様な外観を示す.
(2)細胞学的特性
細胞学的観察は Minuteど4つの並性および渦性の S.M.系統仁ついて行った.これらは大体
S. M.の代表的な形態を持つものである.発芽直後の幼根につき押しつぶし法で観察した結果，各
系統とも若干の個体において 4xの核が僅かに観察され，根の長ひものほど 4xの核の頻度は高か
った.そして， 1カ月後の根端では倍数性核の数は著しく多くなり，高次倍数核あるいは多核の細
胞が認められた.これは Minuteの場合と同様であるが， 倍数性は 4~10x の程度に止まり，
Minuteの場合ほど高次のものは認め得なかった.倍数の程度は種々の内的，外的条件lこよっても
異なると思われるが，概して S.M. は ~inute より程度が低いとやえる.根端と同様な混数性は
若い葉仁おいても観察され，また若や病細胞でも 4x~8x の細胞が見られた.
花粉母細胞の成熟第一，第二分裂どもに核分裂は正常である.7個の二価染色体が形成され，
両極への分配も正常に行なわれる.このように，倍数性の花粉母細胞は予期仁反して全く見当らな
かった. しかし第一分裂後・終期や第二分裂の後・終期に娘細胞を隔てる細胞膜の形成は異常な
ものがあった. 細胞膜の形成の不完全なものからまったく形成されないものまで種々 の程度の異常が
30~40 %も認められた. 四分胞子期にはこれらの異常胞子は細胞膜形成の程度によって，巨大な
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一分胞子から，一部でたがいに連った二分胞子または四分胞子まで，さまざまな異常形態のものが
見られた.一分胞子とやっても巨大な球状ではなく，四葉形あるやはその変形が多く，細胞内容の
ないものが多ト他の異常胞子の多くは多核で，融合した大形の核を持つものは少ないようであった.
成熟分裂を正常lこ経過した小胞子の花粉核分裂は正常に行なわれる.また多核の異常胞子で
は，同一胞子内の核の分裂がほとんど問符仁始まり，極端な場合， 4，..." 3個の中期核板を持つ大
型胞子が観察された.2核の融合したと思われる 14染色体核板を持つ二分胞子もまれに見られた.
花粉核の第二分裂も正常仁行なわれる.成熟した花粉には大形または小形の異常花粉が混在し
ている.この大形花粉は倍数性のものと思われるが，正常の機能を持つかどうかは明らかでない.将
来の研究を必要とするが，今まで S.M.の次代で倍数性個体らしゃものも見当らず，また細胞の内
容，核の数と形などから推測しても，おそらく授精機能を持たないのではなやかと思われる.
以上のよう仁， S. M.系統では体細胞分裂，成熟分裂ともに核の分裂は正常に経過する. しか
し娘核形成後の細胞膜形成は不完全あるいは不能であるため，多核あるいは倍数核がしばしば形成
される.この現象は前報の Minute仁ついても見られたが，ただ S.M.の方がその程度が低ひと考
えられ，したがって， S.M.では植物体もかなりの程度発育し，出穂，開花結実も可能となったもの
と推測される.なお， S. M.の中でも発育の正常に近いものから Minute仁近いものまで大きな変
異があり，これらの違いも上述の異常の程度の差異仁よるものと思われるが，こうした量的差異の研
究は将来にまたねばならない.
Semi-minuteの遺伝
改良坊主の minヘテ日系統の次代あるいはこれと農林課3号との雑種のむでは正常型と Mi-
nuteどが明らかに3:1の比仁生じることをさきに報告した.ところが，同じ改良坊主の系統を鎌
不要や Nigrinudum，Colsess IV， Coast 1， 111などと交雑した場合には，予期に反して， F2で
Minuteはごく少数しか分離せず，正常型のほかにかなり多くの S.M.が見出された.第4表には
これら5交雑のF2で表型的に区別された正常， S. M.および Minuteの個体数が示されている.
第 4表 改良坊主と数品種との雑種の F2仁おける Semi-minuteの分離
kairEsye0d・b明ozu Normal S. M. Minute Total x2 for P crossed with 12 : 3 :1 
l1) Kamairazu 439 101 33 573 0.804 0.7-0.5 
(2) Nigrinudum 408 83 33 524 2.957 0.3--0.2 
(3) Colsess lV 205 52 16 273 0.072 0.98--0.95 
(4) Coast I 234 68 21 323 1.213 0.7-0.5 
(5) Coast II 279 49 28 356 6.693 0.05ー 0.02
この場合， 正常と S.M.との類別は完全仁行なわれたとは断言できないが， Coast 111との雑種の
場合を除き，どの交雑でもこれら3型の分離比が 12: 3: 1の比によく適合することが認められた.
それでこの分離比から推察して，この遺伝には2対の遺伝子が関与する.1つの劣性遺伝子 minは
上述のような異常を起させる作用を持ち，他の劣性遺伝子 en-minは，単独では表型的作用を表
わさないが，minとの共存においてその異常的作用を強める.Minuteは両劣性遺伝子を持ち，一
方 S.M.はminだけにつひてホモであると考えられる.すなわち，
正常型 ;Min En (9)および Minen (3) 
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S. M. 型;min En (3) 
Minute型 ;min en (1) 
この仮定が正しし1かどうかを調べるため，まず改良坊主xCoastIIのF2雑種から正常個体109，
明らか仁 S.M.とみられたもの14をとり， 各個体50粒ずつをまいて， F3試験を行った. その結
果， F2正常型では，正常ホモに純殖するもの，正常型のほかに S.M.あるいはMinuteのみを分離
するもの，および両媛性型を分離するものの4群が区別された.またF2S. M.型では S.M.に固
定するものと若干の Minuteを分離するものが区別された.もし，上述の仮定が正しければ，これら
の各群は第5表に示した遺伝子構成とその頻度を持つことになる.実際仁見出された各群の系統数
F3試験lこよる F2遺伝子型の推定
F3 types 
(segregation) 
2 aaBb 1 aaBB 
9 
9.34 
5 
4.67 
????
VI 
S. M.+ 
minute 
「 ?
?
?
?
?
?。
E 
R函函証平吾.M.
+minute 
E 
N玩五五I
+S. M. 
第 5表
? ? ?
?
??
?
?。
????????，??
、?
?
?
Corres伊nding
F 2 genotypes and 
expected ratio 
4 AaBb 2 AaBB 
15 36 
36.33 
23 
18.17 
35 
36.33 
Observed number 
Calculated number 18.17 
Remarks: Aa = Min min， Bb = En en 
を比較してみると， F2正常型については，が=1.8907(P =0.7ー O.のであり，またらS.M. 
型では， x2=0.03498 (P =0.9-0.8)であって， ともに上述の仮定の正しいことを裏書きした
同じ雑種の九世代調査は，主としてF3世代における遺伝子型推定の確からしさをしらべるため
仁行なった.すなわち，第5表仁示した種々 の型のうち，第E群 (Minmin En Enの構成を持
っと推定されたもの〉と第IV群 (Minmin en en)の系統各8から任意的に1系統当り5つの正
常型個体をとりむ代lこおける分離状況を調べた.その結果は第6表のとおりである.これによると，
E群の系統からは正常型のみあるいは正常型と S.M.を分離することが予期されたが， 1系統群では
2種の F3分離型(第5表EおよびIV)の正常個体の次代検定第 6表
Number of different F 4.lines derived from the normal-type-plants in 
F 3 type No. IV (Normal十minute)
? ?
?
? ?
?
?
?
?
? ????
?
?
? ?
??
?
?
?
?
?
??? ?
?
????
??
?
Normal十S.M. 
+ minute 
F3 type No. 1 (Normal+S. M.) 
Normal 
+ S. M. 
3 
?
??，
??
??
???
?????
??
??
??
?
???
?
?
?
?????
???
?
2* 
24 16 
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30 5 
S. M.のほかに若干の Minuteを分離するものが見出され， F3の判定が誤りであることを示した.
これはおそらく， F3試験において生活力の弱いMinuteが冬期枯死して見逃されたためであろう.
しかし他の15系統群では，予期の通り， H為では S.M.のみ，また， IV群では Minuteのみを分
離する系統が含まれているととが確かめられた.なお，この試験仁おいては， F3系統中から任意抽出
したむ系統が正常ホモ (M旬 Minー〕である機会とヘテロ (Minminー〉である機会は 1:2
と推定される.取扱った系統数が十分でないうらみがあるが，全体ではその比は21:54-e，大体予
期の如くであったといえる.
Fz世代では S.M.個体の聞に緯長その他の特性lこ可なり大きし1変異が認められたので，この形
質の遺伝様式を確めるため，上述のような後代調査と併行して，試験交雑が行われた.すなわち，
改良坊主のヘテ口系統と ColsessIVあるいはNigrinudumとのむ雑種中から適宜仁選んだS.
M.個体と，改良坊主ヘテロ系統との間仁多数の Fl雑種を造り，それらの分離を調査した.もし
改良坊主ヘテロ系統の遺伝子構成を Minmin en en，これと交雑したS.M.個体のそれを min
min En Enあるいは minmin En enとすれば， これらの Fl雑種世代では正常型と S.M.+
Minuteが1: 1の比仁分離することが予期される.
結果は第7表仁示したようlこ，おおむね予期のとおりとなり，両親の遺伝子型の推定の正ししてと
が認められた.ただし， S.M. 7-1とS.M.9ー 1との雑種では S.M.と同数の Minuteが生ず
べきであるのlこ，その数は予期より可なり少なかった.この原因は明らかでないが，鉄株が多かったこ
とから推測すると Minuteが選択的仁枯死したのでないかと思われる.
第 7表 改良坊主の Minuteヘテロの系統と種々 のS.M.系統とのFl雑種における分離
Kairyo・bozu
crossed to 
S. M.ι1 
S. M. 5-2 
S. M.ι1 
S. M. 7-1 
S. M. 7-2 
S. M. 9-1 
Normal S. M. 
42 47 
24 26 
36 30 
31 22 
21 18 
26 10 
Minute Total 
2 
????
《??
????
??
??
3 
以上の種々の交雑の Fz仁おける分離や一部の F3，む試験ならびに試験交雑の結果から次のこ
とが結論される.すなわち，min遺伝子はホモ仁なると細胞膜の形成の不完全を基因してS.M.型
を生じ，これに強調遺伝子 en-minがホモ仁加わると，さらにその程度が強くなって Minuteを生
ぜさせる.したがって，前報で取扱った改良坊主や農林楳3号は en-minをホモに持ち，本報で扱
った鎌不要， Colsess その他の品種はこの強調遺伝子を持たな~'\.このように正常な栽培品種の中
に，特殊な強調遺伝子 en-minをもつものともたないものがあることは注目すべきことである.なお，
Fzで分離した S.M.個体の異常程度には大きな変異があるの仁反し，若干世代自殖した S.M.
や雑種の F3，F，系統内の S.M.個体問では変異性は少なく正常型との区別が容易であったが，
このことは，En en以外にさらにmin遺伝子の作用を変更する微小な遺伝子の存在を暗示する.
Semi-minuteに対する遺伝子の連鎖関係
既述のように種々のお雑種では正常:S. M. : Minuteが12:3: 1の分離を示すが， S. M. 
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もminuteもともに minについてホモである. したがって正常型と S.M.+ Minuteの分離比から
Min min対立遺伝子の行動が推知できる. しかし， MinuteやS.M.の一部は穂を形成しない
ので，Min minと成植物仁現われる連鎖群標識形質との関係は完全仁は分析できない ，1
第8表には改良坊主と第1表の5品種との F2雑種における Minminと第町群を除く種々の
連鎖群標識遺伝子との相互関係を示した.この結果によると， 2つの例外，すなわち交雑1におけ
る並渦性 (Uzuz)と交雑2における黒色頴 (Bb)の場合を除き，いずれも両遺伝子は独立分離
として期待される 9: 3 : 4の比によく適合することが認められた. したがって，Min minはVv(条
性， 1群); Ll (穂の疎密)， Lklk (琶の長短)， Nn (皮楳性〉などのlII+VlI群の遺伝子，
Fsβ(稗の脆弱性， V群)， Ss (底刺の毛の長短.V群)，および Uzuz(並渦性， VI群〉の
いずれとも独立の遺伝をすることが認められる.なお， Nigrinudum， Colsess IV， C冶astIおよび
Eはそれぞれ a，(VI群)， Xc (VI群)， a目(1II+ VlI群)および YO(1I + VlI群)の葉緑素変異遺伝
第 8表 Semi-minute ，こ対する遺伝子対 Minminと，種々 の連鎖群
(IV群を除o標識遺伝子との独立分離
Kairyo・bozu
crossed with 
Gene symbol 
XxYy 
F 2 phenotypes X宮forTotal 
XY 9: 3: 4 xY Xy+xy 
P 
(1) Kamairazu NnMinmin (III+VU) 333 106 134 573 1.035 0.7--0.5 
L/ ~ (~) 320 119 134 573 1.921 O.ら~.3
Lklk ~ (~) 325 114 134 573 1.083 0.7--0.5 
Fsfs ク (V) 327 112 134 573 0.922 0.7--0.5 
Uzuz ~ (V1) 306 133 134 573 7.566 0.05--0.02 
(2) Nigrinudum VvMinmin (1) 295 113 116 524 3.916 0.2--0.1 
Bb ~ (I) 288 120 116 524 6.660 0.05--0.02 
Lklk ~ (II + VII) 3∞ 108 116 524 2.770 0.3-心.2
Ss. ~ (V) 302 106 116 524 2.497 0.3--0.2 
(3) Colsess 1V NnMinmin (II + VII) 143 62ω 273 2.998 0.3--0.2 
Ss ~ (V) 155 50 68 273 0.044 0.9ふ-{).95
(4) Coast I NnMinmin (II + VII) 163 71 89 323 4.522 0.2--0.1 
Lklkク( ~) 171 63 89 323 1.546 O.ら~.a
Ss ~ (V) 174 60 89 323 1.156 0.7--0.5 
Uzuz ~ (V1) 180 54 89 323 1.565 O.ら~.3
(5) Coast II LklkMinmin(I1I+ VU) 197 82 77 356 5.128 0.1一心.05
Ss ~ (V) 217 62 77 356 3.373 0.2一心.1
Uzuz ~ (V1) 219 印 77 356 4.076 0.2一心.1
子を持ち，これらの遺伝子仁ついてホモの個体は幼苗期仁枯死するため，第8表における計算からす
べて除外されている. しかもこれらの4交雑では種々の成植物における対立形質の分離が9:3: 4 
の比に起っているから，これらの致死遺伝子は Minm仰とは独立であることを間接的仁示してやる.
さら仁，第E群の頴色遺伝子 Bbの分離は交雑2において9:3:4の期待比と僅かに違ってやる
が，もし BbどMinminどが迷鎖してやるとすれば，正常親 Nigrinudumは BBであるから，
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正常型仁は黒色頴の個体が3/4より多くなることが予期される.事実はこれに反し白色頴が3:1の
期待より若干過剰である. したがって，第E群の BbとMinminどは独立であると推測される.
以上の結果は Minmin遺伝子がW群あるいは新らしい連鎖群の何れかに属することを暗示す
る.それで，まず鎌不要との交雑の F2における Minminと第W群に属することの知られている糊
粉層の色 Blblとの関係を調べた.結果は第9表仁示されている.ここに，鎌不要は青粒，改良
坊主は白粒であるから，正常型lこ青粒個体の過多であることは BlblがMinminどは独立でなく，
両者が相引の関係仁あることを示してやる.Co1linsの式によって両遺伝子間の組換価を計算すると
7.1土1.62%が得られ，観察値はこの組換価lこ基づく理論値とよく一致する.
第 9表 改良坊主と鎌不要との F2雑種における min遺伝子と
Observed No. 
糊粉層の色に対する遺伝子 Blの連鎖関係
Normal 
S.M.十Minute Total 
Blue white 
419 20 134 573 
x' P 
Calc. for independent 322.34 107.45 143.25 573 108.8586 small 
Calc. 7.1% of recombination 410.17 19.58 143.25 573 0.7964 0.95--0.5 
っき仁，改良坊主と ColsessIVの雑種の F2における Minminと，同じ第W群の三叉芭遺
伝子Kk~の関係を調べた. Cosess IVは並三叉世で，改良坊主は極短歪であり，遺伝子構成
はそれぞれKKLkLkおよび帥lklkである.Fzではしたがって，三叉=e，長在および短芭の3型
を生じる.ところで，この交雑では短世遺伝子 lkは三叉芭遺伝子 Kに対して完全に上位で，短
芭個体は254中78個体もあらわれた.とのような特異な分離は青課〈短在〉と Colsess1との雑
種仁おいて高橋・山本・安田(1953)により，また Woodwardと Rasmussen(1957)によっ
ても見出されている. したがって Kk遺伝子の行動は短芭型を除き，三叉芭 (KLk)と景色 (k
Lk)仁よって推定しなけれほならない.なお， Minuteのすべてと S.M.のごく一部位穏を作らなかっ
たので古形質の分離を見ることができなかったが，正常型と S.M.の出穂個体は204および50であ
第 10表 改良坊主xColsessIVのむにおける minとさ叉芭遺伝子Kとの連鎖関係
Normal Semi-minute 
TotaI x2 P 
Hooded A wned Hooded A wned 
Observed number 124 14 22 16 176 
Calc. 9 : 3 :9/4 : 3/4 105.6 35.2 26.4 8.8 176 22.598 very small 
Calc. 25% 120.27 20.53 15.40 19.釦 176 5.751 0.2--0.1 
り，この数は丁度12:3の理論比lこ合致している.それでこの中から短芭個体を除き，正常と S.
M.仁おける三叉芭と長芭の分離状況をしらぺた.その結果は第10表の如くである.
上仁述べた理由から，もしKkとMinminが独立であれば， 4表現型の理論比は9:3: 9/4 : 
3/4どなる.しかし観察値はこれ仁基づく理論数とは適合せず，正常型仁三叉=eが，またS.M.には
長在が過多であって，両遺伝子は相引のかたちで連鎖してやると見られる，それで最尤法仁より，組
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換1聞を計算し25%の値を得た. そしてこれlこ基づく理論数ど観察数どはよく適合するこどが認められ
た. したがって，Min min は明らかに第W連鎖的iにあり，Kkどは25.0土4.04%の組換価で連鎖
するものど結論される.
摘 要
前幸~では改良川主に生じたごく媛小の 1'1 然突然変民体 Minute が単劣性の遺伝子に支配され
るとどを報告した. しかしその報告でも述べたよう仁，同じ改良J}j主の系統と別の数品種どの維極
では，既報の場合ど異なり，少数の Minuteのほかlここれど正常型との'1問形態を示tSemi-
minuteと称すべきものが分離してきた.それで，このSemi-minuteの形態的，細胞学的特性b
Minuteや Semi働minuteの遺伝，これらの異常を起させる追伝子 minの連鎖関係について調査
した.その結果は次のよう仁要約される.
(1) Minute形質の発現には mm泣伝 fどともにこれの作用を強める劣性遺伝子 en-minの存
ヂ巨が必要である. この強調泣伝子がなく，minだけを持つ植物は Semi-minuteの形態を示す.
(2)前報で取扱った泣伝材料，改良川 t:と民林裸3号はどもに強調遺伝子 en-minについて71¥
モであり，~)j本報でJtl ~ìた鎌不要， Colsessなどの諸品種はどれもこの遺伝子を持たない.こ
うした遺伝子構成の差異が雑極(こおける分断結果の遣いを招いたことが明らかにされた.
( 3 )遺伝子 mmは第百mの Bl(糊粉府青色〉と 7.1土1.62%，また同じ群のK(三叉1::)
どは25.0土4.04%の組換価でそれぞれ連鎖し，他のI-VUtf.の標識遺伝子とは独立である.
( 4) Semi-minuteはMinuteと正常刑どの中間の特性を示仁これは芽生の外観でも大体灰別
され，成長するほど遣いは明らかどなる.掻性で，科長は正常型の約半分であるが，通常結、や芭
は正常大である.民は一般仁短く，狭心 1が非I剛で濃緑色を呈する.稔性は正常のものからほ
とんど不稔のものまであり，不稔性と形態の異常性どの問に明らかに関連がある.粒は概して細く
やせてし1る.
( 5) Semi-minuteでは Minute仁おけると[，'J様，去皮細胞巾に以々どして，細胞膜形成の不
完全なものが見られ，細胞の手Ijが不斤となって，隣り合った2細胞の連絡してやるものが生じてい
る.そして，生 f{の初期から根却代若芽などで {~i数性核が観察される.さらに四分胞子期には細
胞膜形成異常のため，何々のfr;の異常n包子が多註仁造られる.このよう仁 Semi-minuteは切ら
か(こ混数性を示仁 しかし倍数性の程度は 4x~lO x であって， Minute よりもその程度は低~ì • 
この観察結果は mm遺伝子が細胞膜形成の部分的異常を起きせ，混数性を結果し，ひいては
後小化へど導く作川を持ち，en-minはそれを強める作用を持つことを示している.
(6)しかし観察の範囲では， 打。l仁反して，花粉n細胞にli'?数性核を持つものが見jl，らず， その
核分裂は正'lifであった.
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